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「使命感と支援の心」 
 
15:22 こういうわけで、あなたがたのと
ころに何度も行こうと思いながら、 
妨げられてきました。 
15:23 しかし今は、もうこの地方に働く
場所がなく、その上、何年も前からあなた
がたのところに行きたいと切望していたの
で、 
15:24 イスパニアに行くとき、訪ねたい
と思います。 
途中であなたがたに会い、まず、しばらく
の間でも、あなたがたと共にいる喜びを味
わってから、イスパニアへ向けて送り出し
てもらいたいのです。 
 
15:25 しかし今は、聖なる者たちに仕え
るためにエルサレムへ行きます。 
15:26 マケドニア州とアカイア州の人々
が、エルサレムの聖なる者たちの中の貧し
い人々を援助することに喜んで同意したか
らです。 
15:27 彼らは喜んで同意しましたが、実
はそうする義務もあるのです。異邦人はそ
の人たちの霊的なものにあずかったのです
から、肉のもので彼らを助ける義務があり
ます。 
15:28 それで、わたしはこのことを済ま
せてから、つまり、募金の成果を確実に手
渡した後、あなたがたのところを経てイス
パニアに行きます。 
 
15:29 そのときには、キリストの祝福を
あふれるほど持って、あなたがたのところ
に行くことになると思っています。 
15:30 兄弟たち、わたしたちの主イエ
ス・キリストによって、また、“霊”が与え
てくださる愛によってお願いします。どう
か、わたしのために、わたしと一緒に神に
熱心に祈ってください、 
15:31 わたしがユダヤにいる不信の者た
ちから守られ、エルサレムに対するわたし

の奉仕が聖なる者たちに歓迎されるよう
に、 
15:32 こうして、神の御心によって喜び
のうちにそちらへ行き、あなたがたのもと
で憩うことができるように。 
15:33 平和の源である神があなたがた一
同と共におられるように、アーメン。 
＋＋ 
 
1）支援のこころ 
パウロはすでに彼が考えられる地域には行
き巡り、彼の使命がかなり果たされた感じ
を持っています。 
そして、世界の中央と考えられていたロー
マにいよいよ行きたいと感じています。 
しかし、パウロはその前にしなければなら
ないことがあると語るのです。 
それはエルサレムの教会に関係する貧しい
人たちへの献金を届けるためにエルサレム
にお金をもって行くということです。 
当時のエルサレムの状態は普通に生活でき
る人たちは人口全体の数パーセントだった
と言われています。 
特に教会の中には迫害も起こっていました
から、なおのこと、生活に困窮している人
たちはたくさんいたのです。 
パウロはそれらの人たちへの支援を果たす
べきだと考えていました。 
特に異邦人たちでクリスチャンになった人
たちは、エルサレムのクリスチャンたちへ
の恩義を感じて、支援すべきだと 
感じていたのです。 
そして、当時お金を運ぶ、届けるというこ
とは大変なことだったので、パウロは自ら
率先して届けることを考えていました。 
 
2）使命感と支援のこころの葛藤 
 
そこで、考えてみると「使命感」に生きる
ことの素晴らしさは一般的に受け入れられ
ていますが、だからと言って 
「支援する心」や「社会的な義務を果た
す」ことを切り捨ててはならないというこ
とがパウロの生き方の中に見えてきます。 



イエス様が最も大切なこととして教えたの
は「神の愛を受けて、神を愛し、隣人を愛
すること」です。 
パウロがここでエルサレムの貧しいキリス
ト者たちを支援するために、ローマにいか
ずエルサレムに行くことを選んでいるのは
「使命感だけで突進していない」ことの証
明です。 
「使命感」と「支援の心」を分かち合うこ
とというのは、必ずしも同じ方向に向かっ
ているわけではないかもしれません。 
使命感のみを目指すと、支援の心を育てる
ことは、少し面倒に感じるようになってし
まう可能性があります。 
そのバランスが必要です。 
おそらく、それは、与えるということと受
け取るというバランスとも関係があるかも
しれません。 
指導者でも、そうでなくても、自分の人生
の中に、受け取ることと与えることのバラ
ンスが必要です。 
 
そして、仕事としてではなく愛によって誰
かをサポートする、何かを送る、与えると
いう部分が育つと、生きていて良かったと
感じられることが増えてきます。 
パウロはそれを経験しているのです。 
使命を果たすこと、そして支援の心を育て
ること。「受けること」「与えること」を
しっかり意識して生きることこそ 
「生き甲斐」に通じるものなのだと思いま
す。 
 
3）私と一緒に、わたしのために 
 
15:30 兄弟たち、わたしたちの主イエ
ス・キリストによって、また、“霊”が与え
てくださる愛によってお願いします。どう
か、わたしのために、わたしと一緒に神に
熱心に祈ってください、 
15:31 わたしがユダヤにいる不信の者た
ちから守られ、エルサレムに対するわたし
の奉仕が聖なる者たちに歓迎されるよう
に、 

15:32 こうして、神の御心によって喜び
のうちにそちらへ行き、あなたがたのもと
で憩うことができるように。 
 
パウロは、「わたしのために祈ってくださ
い」と願っているだけではなく、「わたし
のために、わたしと一緒に神に熱心に祈っ
てください」と懇願しています。 
これは大変興味深い言葉です。 
「私のために、私と一緒に」とは「パウロ
が自分のために神に祈っている」ことがわ
かります。 
「神様、わたしを守り、健康を与え、祝福
し、用いてください」とパウロは本気で祈
っていて、その祈りを私と一緒に真剣に熱
心にいのってください。 
ということです。 
「人のために祈る」というのは私たちの耳
には馴染んでいますが「私と一緒に私のた
めに祈ってください」という表現はあまり
聞かれません。 
ここにパウロの健全な姿勢があるように思
います。 
「自らのために、真剣に、熱心に祈る」と
いうことを、私たちは熱心にしているでし
ょうか。 
 
私たちは、自分のためにもう少し丁寧に
「神様、私を祝福してください」と祈るべ
きなのだと思います。 
そのうえで「自分の使命を果たせるよう
に、そして支援の心をしっかり実現できる
ように」と祈りを求めています。 
 
おそらく、そのバランスがしっかり保てた
時、神の平和をよりしっかりと味わえるの
だと思います。 
祝福がありますように。 
 
＋＋＋＋ 
礼拝映像はこちらです。 
 
https://youtu.be/ra_6twoLAqw  


